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JPNICプライマリルート認証局運営規程（案） 
 
第 1条(目的) 
本規程は、社団法人日本ネットワークインフォメーションセンターの JPNICプライマリル
ート認証局（以下、本認証局と呼ぶ）の運営について内部牽制の機能する体制を整えるこ

とにより、JPNIC プライマリルート認証局の適正且つ効率的な運営に資することを目的と
する。 
 
第 2条(本認証局の定義) 
本認証局は、JPNIC が行う認証サービスにおいて最上位の認証局であり、下位認証局他に
対して発行した電子証明書の正当性を JPNICが証明する目的で運営されるものである。 
 
第 3条(本認証局の業務) 
本認証局が行う業務は、次条で定義される JPNIC プライマリルート認証局 CPS
（Certification Practice Statement）（以下、CPSと呼ぶ）に則って運用される。 
 
第 4条(CPSの定義) 
CPSとは、JPNICが認証サービスを利用する者他に対して、本認証局が行う業務の信頼性
や安全性を示すため、本認証局の業務実施に関わる方針と、その方針の適用方法を記述し

た文書である。CPSは、理事会において定められる。 
 
第 5条(理事会の責務) 
理事会は CPSを定めて、本認証局を設置する。 
2 理事会は本認証局の運営に一義的に責任を持つ。 
3 理事会は、第 7 条で定める JPNIC プライマリルート認証局運営委員会（以下、認証局
運営委員会と呼ぶ）を設置できる。 
 
第 6条(分野担当理事) 
本認証局にかかわる分野担当理事は、セキュリティ分野担当理事とする。 
 
第 7条(認証局運営委員会) 
認証局運営委員会は、セキュリティ分野担当理事の発議に基づき理事会により設置される。 
2 認証局運営委員会は CPSの原案を作成し、理事会に提案することができる。 
3 認証局運営委員会のメンバーは、理事の中から互選される。 
4 認証局運営委員会はメンバーの 2分の 1以上の出席がなければ、会議を開くことができ
ない。 
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5 議決方法は出席メンバーの過半数の賛成をもって決する。 
6 2項及び 3項における議決・報告等は定められたメーリングリスト宛の電子メールによ
って行うことができる。 
7 認証局運営委員会は、オブザーバーとして会員及び外部有識者を募り、意見、助言の聴
取をすることができる。 
8 認証局運営委員会は、第 9 条で定める JPNIC プライマリルート認証局運用責任者（以
下、運用責任者と呼ぶ）を指名する。 
9 認証局運営委員会は、下位認証局の設置および廃止を行うことができる。 
 
第 8条(認証局運営委員長の職務) 
認証局運営委員会の委員長（以下、認証局運営委員長）は、セキュリティ分野担当理事と

する。 
2 認証局運営委員長は、認証局運営委員会の議長を務める。 
3 認証局運営委員長は、本認証局の運営状況を定期的に、理事会に報告する。 
 
第 9条(運用責任者の職務) 
運用責任者は、本認証局の運用を統括する。 
2 運用責任者は本認証局の運用において、CPSに定める事項を遵守する。 
3 運用責任者は、下位認証局の設置および廃止を認証局運営委員会に発議する。 
4 運用責任者は、本認証局の運用状況を定期的に、認証局運営委員会に報告する。 
 
第 10条（その他） 
この規程に定めるもののほか、本認証局の運用に関して必要な事項は理事会が定める。 
 
附則 
 
この規程は 2009年 3月 19日 から施行する。 
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